
基幹ロケット開発に係る有識者検討会の開催について 

令和７年３月 14日 

研究開発局長決定 

1. 趣旨

我が国の基幹ロケットについて、今後の開発の方向性等に関し有識者による検討を行

う。「宇宙基本計画」（令和５年６月）においては、他国に依存することなく、宇宙への

アクセスを確保し、自立的な宇宙活動を可能にすることで、我が国の安全保障、国土強

靱化や地球規模課題への対応、イノベーション、新たな知・産業の創造等を持続的に実

現することが必要であること、また 2030 年代には、Ｈ３ロケットに続く次期基幹ロケ

ットを運用していく旨が記載されている。打上げの高頻度化と、安全保障上必要となる

宇宙システムの打上げや国際市場に対応する打上げ能力の獲得を目指した高度化、さら

に、基幹ロケット・射場及び試験設備の適切な維持・管理に向けて、老朽化対策等の必

要な措置の実施、高頻度打上げ対応に向けた射場の在り方についての検討と取組を継続

的・計画的に進めることが指摘されている。 

2. 検討事項

（１）基幹ロケットの高度化等について

（２）打上げの高頻度化について

（３）その他

3. 構成及び運営

（１）別紙の宇宙分野等に関する有識者の協力を得て検討を行う。検討内容等により

必要に応じて追加・変更等を行う。 

（２）次に掲げる場合を除き、公開して行う。

ア． 機微情報を含むと考えられる案件

イ． 前号に掲げる場合のほか、個別利害に直結する事項に係る案件、又は検討

の円滑な実施に影響が生じるものとして、検討会において非公開とすること

が適当であると認める案件 

4. 設置期間

令和７年３月から令和８年３月末までとする。ただし、必要に応じて期間を延長す

ることができる。 

5. その他

本検討会の庶務は、研究開発局宇宙開発利用課において行う。 
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